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１，世界基準に基づく総合評価

対 象 ID 4 測 定 日 2026/3/21
氏 名 カ・ジミー 12 Male 12 / Male
総 合 点 (100) 7272.0 / 100
国 際 平 均 53.9 測定カバー率 100%
世 界 目 標 100.0 測定済みドメイン数 6
視 野 判 定 ( 参 考 ) D:要注意 未測定ドメイン数 0

２，世界標準の評価とは？
本評価は、世界的な運動発達研究と21世紀型スキルの考え方を統合し、

「将来に適応できる身体能力」を可視化することを目的としています。
 ・OECDが提唱する21世紀型スキルと整合する形で、運動能力を**「6技能モデル」**として再構成しています。

・世界30カ国以上のデータを参照した**国際比較（推定）**を行い、単一競技での優劣ではなく、
将来あらゆる活動領域に適応できる身体能力の**「現在地」と「伸長余地」**を可視化します。
・さらに本評価では、ATD Skill を応用しつつ、ELSA独自の指標設計ロジックを統合することで、
教育・スポーツ・発達のいずれの視点からも説明可能な評価体系を構築しています。
・なお、出力は、**ソフトボール遠投60％・サッカーOH投げ40％**の加重平均により算出され、
 全身連動によるパワー伝達能力と、身体操作・協調性・可動域を統合的に評価する設計となっています。

３，６技能の個別評価（0-10）
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４-１，6技能（0-10）
ドメイン 点(0-10) 生活・学習・スポーツへの影響

バランス 10 → 姿勢保持・集中力・ケガ予防に影響

操作 5.4 → 書字・細かな作業・球技の基礎

出力 5.6 → 投げる・持つ・走る力の調整

移動 10 → 走る・方向転換・空間把握

柔軟 6.1 → ケガ予防・動作の滑らかさ

認知/制御 7.1 → 球技の理解・判断スピード、脳と体の協調運動

４-２，11種目点数（0-10）  （これ以降は別途記載）
種目 点数 関連スキル

EO 10 バランス

バランスボール 10 操作

ボールキャッチ 10 認知/制御

新聞紙点 6.8 操作

ソフトボール投げ 7.1 出力

的投げ 2.8 操作

的蹴り 2 操作

20m走 10 移動

柔軟性 6.1 柔軟

反応点 4.7 認知/制御

SPER 9.4 バランス／移動

５,以降の成長ストーリーは別途記載

【課題あり】 狙いと足部コントロール。支
持足位置とインパクト面を安定。

【標準】 全身連動（脚→体幹→腕）。軸
足・体幹回旋→リリースで距離向上。

【標準】 可動域の土台。毎日60秒×主
要部位（股関節・肩・足首）。

【卓越】 体幹・姿勢制御。姿勢の安定→
呼吸を整えた保持で時間を伸ばす。

【卓越】 反応＋手眼協調。テンポ変化
（速⇄遅）で精度を高める。

【課題あり】 狙いと力調整。フォーム一
定＋視線固定で命中率UP。

【卓越】 片足バランスの基礎。左右差を
5〜10%以内に近づける練習が効果的。

【要注意】 選択反応と抑制。合図の種類
を増やし、誤反応を減らす。

個人レポート（詳細）

【標準】 巧緻性・握力持久。左右同条件
で「速く・丁寧に」を反復。

コメント

【卓越】 加速能力。前傾姿勢＋腕振り＋
接地時間短縮が鍵。

【卓越】 自己制御×リズム。一定テンポ
で誤差を小さくする練習が有効。
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５，成長ストーリー（前回比） ベンチマーク（参考）

前回測定日 1900/01/00 20m 目標秒 3.8
前回 総合点 0 20m 参考上限秒 4.7
今回総合点 72 S&R 判定 要改善(HFZ未満)
Δ 総合点 72 S&R コメント ベスト=0.0cm / 目安閾値=20.3cm

６，今後３ケ月の優先改善ポイント
　優先１． 操作（5.4）: 要重点改善 / 目標:6.0→6.5→7.0

（指導者コメント） 細かい操作を身に着けることで、器用さ集中力の高さなどを向上させることが、
今後のパフォーマンス向上において重要です。

　優先２． 出力（5.6）: 要重点改善 / 目標:6.0→6.5→7.0
ジミー君の年齢では筋トレで出力を上げることより、しなやかな体作りがなにより重要
です。動的ストレッチや自重トレーニング

　優先３． 柔軟（6.1）: 概ね良好 / 目標:6.5→7.0
柔軟性を改善することで、ケガ予防やスポーツをする上でのしなやかな体作り
運動連鎖の効率性が向上し、様々な競技でのパフォーマンス向上に繋がります。

７，家庭で出来るトレーニング（１日５分）
トレーニング１． ・操作：キャッチ&リリース30回＋左右交互→合図でスピード変更

トレーニング２． ・出力：投げフォーム素振り10回＋体幹固定→合図で強さ調整

トレーニング３． ・柔軟：動的ストレッチ各30秒＋呼吸→合図でテンポ変更

８，総合分析：課題と期待
良い点： ・基礎力の高さ、特定の状況下で見せる爆発的なパフォーマンス。
課題点： ・基礎的なトレーニング時の集中力の維持、高い能力ゆえの過信による「丁寧さ」、

　「継続力」などが課題です。

９，まとめ
ジミー君は、世界基準で見ても極めて高い運動ポテンシャルを有しています。しかし、その高い身体能力ゆ
えに「すぐにできてしまう」ことから、時として練習への集中力に波が生じる場面も見受けられます。
当アカデミーのカリキュラムでは、あえてトレーニング内容に変化を加えることで、彼の知的好奇心を刺激
し、集中力の維持・向上を図っています。
ただし、真の卓越性を支えるのは、変化に富んだメニューだけでなく、一見地味に思える「基礎的トレーニン
グの継続」に他なりません。
現在の高い能力を過信せず、地道な基礎を徹底的に積み上げることで、身体操作の精度はさらに磨かれ、
将来あらゆる競技や学習面において計り知れないメリットを享受できる状態へと繋がっていきます。

・左右差（％）＝「強い側を100%」としたとき、弱い側がどれだけ不足しているか（左右の偏り）を表します。
・例）右20秒／左15秒 → 弱い側=75% → 左右差=25%（弱い側を重点的に練習する目安）
・目安：0〜5%＝ほぼ同じ／5〜10%＝少し差／10〜20%＝差が明確／20%以上＝左右差が大きい（改善優
先）

【保護者向け】EO左右差（％）の見方
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